
第 29号 令和 2年 10月 12日 

達人マルシェ 縁結びスクエア 

 

 生徒たちは実習日の 10月 10日までのところで、事前にオンラインミーティングを行い、専門家から、

現在取り入れられている販売方法やリスク低減手法を身につけるための技術指導を受けました。そして、

出雲商業高校とオンラインミーティングを行い、他校の生徒と意見交換したり、それぞれの学校の取り

組みやアイディアを情報共有したりする場面を設定してきました。さらに、店舗配置や商品仕入計画な

どを生徒自らが考え、その計画を実施した際の効果について教員や専門家らが指導し、損失の発生や感

染症リスクが低減される支援を行ってきました。感染症対策を講じながら店舗経営を行うという新しい

販売スタイルを模索し、生徒たちが様々な状況を予測しシミュレーションを行い当日の販売を迎えまし

た。 

 

 10月 10日は晴れの特異日といわれ、1964年 10月 10日に快晴のもと東京オリンピックの開会式が行

われた日です。しかし当日はあいにくの雨で、朝の小雨が開店の 10 時前にはやや強くなり、一畑電鉄

出雲大社駅前縁結びスクエアには傘をさしたお客さんが開店を待っていました。生徒はお客さんへの商

品の説明、雨で濡れた床の掃除、会計など、それぞれが役割分担して接客等に当たっていました。私も

開店と同時に行ったのですが、出雲商業高校と貸店舗を半分に分け、それぞれが思いの商品を販売して

いました。 

 

 本校からは、ビジネス系列の生徒が岡富商店さんと共同で商品化した「あなごおにぎり」、旭養鶏さん

の「無添加プリン」、和田珍味さんの「ふぐの骨せんべい」、ガトー・サンマリノさんの「石見神楽のプ

リントクッキー」、本校農業系列が製造した、「ジャム類」やクッキー、焼き肉のたれなど多くの商品が

ところ狭しと売られていました。 

 

 担当した教員に聞いたところ、雨の中ではありましたが、ひっきりなしにお客さんにご来店いただい

たようです。感染症対策を行いながら最高のおもてなしをしたいと準備をしてきた生徒たちは、終日い

きいきと取り組んでくれたようです。 

 参加した生徒は、「初めての体験だったけど、感染症予防をしながら学んだ販売方法などで大きな失

敗もなく、無事に終えることができてよかったです。次回はもっと売れるように頑張りたいと思います。」

と感想を述べてくれました。 

 

次は、10月 17日のラピタ本店で、高校生がしまねの魅力をお届けします。 

 

  

 


